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論 文 内 容 要 旨
現代中国に茜ける農業環境問題発現に関する研究
一 吉林省白城市の分析を中心に一
は じめに一一 研 究の目的
中国は世界でも砂漠化や塩類集積化 の被害が大きい国の一っである。被害地域は
大部分が貧困あるいは特別貧 困地域に属 している。既往の研究の多 くは、砂漠化、
塩類化 を招いた要因 として 自然的要因のみな らず人為的要因 さらには背景にある
農民の貧困等にっいて指摘 している。 しか し、中国特有の政策 ・制度が砂漠化 ・塩
類化 な ど農業環境問題の発現 に及ぼ した影響に関す る研究は皆無に近い。本研究で
は既往の研究がほ とん ど取 り上げていない、あるいは種々の事情で取 り上げにくか
った中国特有の政策 ・制度の展開が農業環境問題の発現 に及ぼ した影響を、 「特別
貧困地域」に属す る吉林省 白城市を対象 として分析 した。
1研 究対象の選定と課題の設定
1.対象 地域選定の理由
白城市 を研究対象 に選定 した理由は、①砂漠{ヒや塩類化な どの問題が中国国内で
もとりわけ白城市において深刻化 していること、② 白城市の砂漠化や塩類化 を放置
すれば、中国の 「穀倉」 といわれ る吉林省中部の黒土地帯にもその影響が波及 しか
ねないこと、③白城市それ 自体が、中央、並びに吉林省政府から1986年に畜産品商
品生産基地 、96年には商品食糧生産基地に指定 され るな ど中国農業の発展に重要な




業環境 問題発現の基底的要因について明 らかにする。 一
第2に 、砂漠化や塩類化 といった農業環境問題 の現状を把握 し、こうした問題 を
発現 させるに至った理由を、既往 の農学的知見に学びなが ら整理す る。
第3に 、清朝末期 から家族請負制の実施 に至るまでの時期にお ける政策 ・制度 の
展開が農業環境問題の発現に どのよ うな影響 を及ぼ してきたかを明らかにする。
第4に 、家族請負制実施以降中国の改革 ・開放政策期 における政策 ・制度の展開
が農業環境問題 を解決す るどころか一段 とその悪化 を招いてきた理 由について明
らかにする。
第5に 、以上の分析結果 を農業環境問題発現のメカニズムとして整理す るととも
に現状の政策的対応やその限界について分析 し、今後の課題について明 らかにす る。
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3.本論文の構成
本論文は 「は じめに」以下全体 を5章 で構成 してい る。
「は じめに」では中国の農業環境問題を概観 し、本研究 において砂漠化、塩類集
積問題を取 り上げ、中国特有の政策 ・制度が農業環境 問題 に及 ぼした影響 に焦点を
当て分析す る意義 について言及 した。
1「本研究の分析視角 、分析課題」では、中 日の環境問題や農業問題 に対す る既
往 の研 究業績 について検討 し、本研究の分析視角の特徴、研究対象地区の選定の理
由、分析課題、分析方法、論文構成等にっいて説明 した。
11「白城市の主要指標 と農業環境問題」では、研究対象地域の 自然的、社会経済
的条件について検討 し、農業環境問題 の基底的要因を明 らかにする とともに、農業
環境問題発現 の理 由を農 学的知見に学びながら整理 した。
皿 「農業環境問題発現の歴史過程」では、清朝末期か ら家族請負制実施 までの過
程を取 り上げ、農業環境問題の発現に及 ぼした政策 ・制度 の影響について検討 ・整
理 した。
IV「現代 中国における農業環境問題」では、家族請負制実施以降の改革 ・開放期
における政策 ・制度の展開が農業環境問題の更なる悪化 を招いた理 由にっいて分析
した。
V「総括 と今後 の課題」では、IV章までの分析結果を農業環境問題発現のメカニ


























1.清朝末期 における 「移 民実辺」政策の影響
17世紀の初頭 、現在の吉林省 白城市にあたる地域では、蒙古族のホルチ ン部族が
生活 していた。 ところが、1840年のアヘン戦争か ら1911年の清朝滅 亡にかけて、
清朝政府の財政赤字は急増 した。膨大な財政赤字 を増税 によって埋め合わせ、しか
も当時中国東 北部へ侵入 した外国勢力に対抗する といった二重の目的で、1902年以
ノ
降清朝 中央政府は東北地区への 「移民実辺」に踏み切った。つ まり、国有地 を私有
地 として払下げることで内地の住民を東北地 区へ移住 させ 、それによ り税収増加 と
領土防衛 を図ろ うとした。当時行われた吉林省西部地区へ の移民 もまたその政策の
一環であった。
蒙古族が従来か ら行っていた主たる農耕方式は穀草式、っま り草地 と畑地の一定
期間ご とに輪換す るや り方であった。耕作方法は無耕起 ・無肥料で、中耕や除草 も
行わず、在来品種 と天水 にのみ依存する粗放 的な農業であった。当地区に新たに入
植 した漢族農民は耕起作業を加 えた。大量の内地民の移民によ り大面積の草原が開
墾 され耕地に転換 した。これによって被覆率は急速に低下 し、乾燥度 は上昇 した。
特に、塩類 土壌や砂質土壌地での開墾は乾燥度 の上昇 と相まって風食:・土壌流出を
招きながら塩類化 ・砂漠化の拡大に拍車がかけ られ ることになった。
2.建国か ら改革 ・開放期 「食糧増産政策」の影響
吉林省 は建国以降において国家の最 も重要な食糧生産地区であった。この時期、
食糧増産の主な方法は耕地の拡大であった。1970年代末まで、吉林省では 「開墾奨
励」の政策 が実施 され、西部地区で も多 くの草原が開墾により耕地に転換 された。
1981年の西部地区の耕地面積 は173万haと58年よりも41万ha増加 した。その大半
は草原から転換 されたものであ り、66～76年に限ってみても25万haの草原が耕地
に転換 された。多 くの草原 は耕地に転換 された一年 目はまともな収穫 が可能であっ
た。 しか し、二年 目か らは砂漠化 あるいは塩類化の傾向が出始め、三年 目には放棄
一450一
を余儀 なくされた。草原の開墾 による耕:地が砂漠化 と塩類化 のため放棄 され、また
別 の草原が開墾 され るといった悪循環に見舞われ ることになった。この結果おのず











本章では次 のような検討項 目について検討 し、改革 ・開放 期おける中国特有 の







ら倒産の危機 に追い込まれた過程 について検討 した。
4.「吉林省経済の不振」では、国有企業の改革の遅滞 と企業請負制の弊害が経済
発展を阻害 し、吉林省全体 として雇用吸収力を喪失 した過程 について検討 した。
5.小城鎮嬉設の空洞化」では、小城鎮建設 が単なる看板の塗 り替 えに終わ り、事
実上農民の移住機能を果た しえなかったことにっいて検討 した。
6.「戸籍制度による人 口移動の制限」では、戸籍制度の由来 とこれによって貧 困
農民が定住化を強い られ たことについて検討 した。
7.「穀物過剰による価格の低下」では、農業依存度の高い農 民に穀物価格 の急落
が与 えた打撃 にっいて政府の増産政策 を含 めて検討 した。
8.「水 田開発による環境への影響」では、相対的に有利な米価 と政府の開田振興
策による水田開発が環境 に及 ぼ した影響 にっいて検討 した。
9.「過放牧 による環壌への影響」では、草原請負制 の遅滞 に綿羊頭数増大政策が
か らみ、それが出口のない貧困問題 とも相侯 って過放牧そ して草原の環境破壊 を招
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いた点について検討 した。その結果、以下のよ うな ことが明 らか となった。
● 当初、改革 ・開放の リーデ ィング ・セ クター として脚光を浴びた農村部では、膨
大な農村過剰人 口の都市や工業部門への移動 にしろ、農民の貧困か らの脱出に しろ、
就業機会に恵まれた一部の地域以外ほ とんど進展 しなかった。それ どころか内陸部
に位置する囲有企業拠 点地域 の吉林省や白城市のよ うな貧困地域 では、改:革・開放
に関連す る一連 の政策 が農家 に就業の場 を提供す るどころか農家の負担 を増大 さ
せ、更なる貧困化 を招 くといった事態が進行 した。
● 地方独 自の財源 を持 ち自立的な地方経済の発展に寄与す るはずであった財政請
負制 は、財源基盤 が弱体な内陸部 に位置す る農村 において、合法、非合法を含む過
大な負担を農 民に強いるシステムに転 じていた。
● 広 く農家に雇用の場 を提供するはずであった郷鎮企業にして も、弱体な体質 と不
利な競争条件 さらには財政請負制の下での企業に対す る負担増な ども手伝って、農
村過剰人 口の吸収 どころか倒産の危機に追い込まれ ることになった。一時期待 され
た白城市の羊毛工業 に して も原料供給ノルマ達成に連動 した羊 の過放牧に よる草
原 の荒廃 を招きなが ら破綻 した。
● 国有企業拠点地域である吉林省それ 自体における経済改革 も進展 しなかった。改
革 ・開放 から一時取 り残 された とはい え、企業経営請:負制 の導入がもたらした弊害
もまた大きかった。農民に出稼 ぎの場を提供するどころか国有企業の人員を郷鎮企
業 に送 り込むなど、む しろ都市住民や農民の雇用の場を縮小する役割 しか果 た して
いなかった。
● 農村住 民を地方中小都市に移住 させ過剰人 口圧力の緩和 を図ることを目的 と し
て実施 された小城鎮建設 も、企業経営が不振 を極 める中、経済発展の基盤 を形成で
きず、その多 くは看板 を塗 り替えただけに留まっていた。さらに穀物過剰 による穀
物価格の暴落が農家の貧困に追い打ちをかけた。
●農外就業機会にも恵 まれず、戸籍制度の下で移動を制限され、さらには過剰な負
担 を強い られた膨大な貧困農民に残 された途は限られていた。それ は環境制約が厳
しい草原への過放牧であ り米価 の相対的有利性が引き金 となった水 田開発 であっ
た。政府の開発政策もまたそれを誘導 した。
●一連 の改革 ・開放政策 は農民を貧 困から開放する どころか過大な負担を強いるご
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論 文 審 査 結 果 要 旨
本論文は,中国で深刻化 しつつある一連の農業環境問題の中から吉林省白城市における砂漠化と塩類












第4に,改 革 ・開放期以降における政策展開や新 しい制度の導入が,砂漠化 ・塩類化問題を一層深刻
化させ,放 置しえない農業環境問題を発現させるに至った過程を明らかにした。具体的には,「財政請
負制」,「郷鎮企業の振興」,「国有企業改革」,「小城鎮建設」,「食糧増産 ・食糧基地建設」など一連の改












本論文の著者に対 して博士(農 学)の学位を授与するに値するものと判定 した。
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